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（１）
図１は正八角形を４本の線で分けたものです。
アの部分とイの部分の面積の比を最も簡単な整数の比で求めなさい。

（２）
図２のように正八角形と直線があります。正八角形の１辺が直線上にあるとき、その右側にある
頂点を中心に、次の１辺が直線上にくるまで回転させることを「ころがす」ということにします。
正八角形の１つの頂点Ｐを、直線上の点Ａからはじめて、１回ころがすごとに、頂点Ｐが移った
先をＢ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈとすると、図３のようになります。
もとの正八角形と八角形ＡＢＣＤＥＦＧＨの面積の比を最も簡単な整数の比で求めなさい。
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＠検証用＠

2


